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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　精算対象に登録される商品を撮像する撮像部から取得される商品画像を保持する画像保
持部と、
　各商品について、商品を特定可能とする商品コード、商品画像、及び、画面レイアウト
情報を含むパネル登録情報をそれぞれ格納するパネル情報格納部と、
　前記パネル情報格納部に格納される各商品のパネル登録情報に基づいて、該各商品を精
算対象に登録可能とする各画面部品が、該各商品の商品画像を含みかつ該各商品について
の前記画面レイアウト情報に応じてそれぞれ配置された、精算パネル画面を表示部に表示
させる表示処理部と、
　前記パネル情報格納部に前記パネル登録情報が格納されていない未設定商品について商
品コードを指定する入力を受け付ける入力受付部と、
　前記未設定商品について画面レイアウトの指定を受け付け、該指定に基づいて画面レイ
アウト情報を生成する画面レイアウト情報生成部と、
　前記画像保持部によって保持されている前記未設定商品の商品画像、前記入力受付部に
よって受け付けられた該未設定商品の商品コード、及び前記画面レイアウト情報生成部に
よって生成された該未設定商品についての画面レイアウト情報を、該未設定商品のパネル
登録情報として前記パネル情報格納部に格納するメンテナンス処理部と、
　当該情報処理装置で決済処理が完了した各取引に関する売上商品情報を含むジャーナル
データを格納するジャーナル格納部と、
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　前記ジャーナルデータを表す商品選択画面を前記表示部に表示させる商品抽出部と、
　を備え、
　前記メンテナンス処理部は、前記商品選択画面上の前記ジャーナルデータの中から選択
された売上商品の商品コードを前記未設定商品の商品コードとして取得する、情報処理装
置。
【請求項２】
　精算対象に登録される商品を撮像する撮像部から取得される商品画像を保持する画像保
持部と、
　各商品について、商品を特定可能とする商品コード、商品画像、及び、画面レイアウト
情報を含むパネル登録情報をそれぞれ格納するパネル情報格納部と、
　前記パネル情報格納部に格納される各商品のパネル登録情報に基づいて、該各商品を精
算対象に登録可能とする各画面部品が、該各商品の商品画像を含みかつ該各商品について
の前記画面レイアウト情報に応じてそれぞれ配置された、精算パネル画面を表示部に表示
させる表示処理部と、
　前記パネル情報格納部に前記パネル登録情報が格納されていない未設定商品について商
品コードを指定する入力を受け付ける入力受付部と、
　前記未設定商品について画面レイアウトの指定を受け付け、該指定に基づいて画面レイ
アウト情報を生成する画面レイアウト情報生成部と、
　前記画像保持部によって保持されている前記未設定商品の商品画像、前記入力受付部に
よって受け付けられた該未設定商品の商品コード、及び前記画面レイアウト情報生成部に
よって生成された該未設定商品についての画面レイアウト情報を、該未設定商品のパネル
登録情報として前記パネル情報格納部に格納するメンテナンス処理部と、
　各商品について、商品コード、商品名、商品が属する分類を特定可能とする部門コード
及び売価情報を含む商品情報をそれぞれ格納する商品情報格納部と、
　部門コード及び売価情報を取得し、取得された部門コード及び売価情報に基づいて前記
未設定商品と推定される少なくとも１つの商品の商品情報を前記商品情報格納部から抽出
し、抽出された少なくとも１つの商品を表す商品選択画面を前記表示部に表示させる商品
抽出部と、
　を備え、
　前記メンテナンス処理部は、前記商品選択画面における前記少なくとも１つの商品の中
から選択された商品の商品コードを前記未設定商品の商品コードとして取得する、情報処
理装置。
【請求項３】
　前記ジャーナルデータには、レジ担当者を特定可能とするキャッシャＩＤが含まれ、
　前記商品抽出部は、前記ジャーナルデータを前記キャッシャＩＤ毎に区別して表す前記
商品選択画面を前記表示部に表示させる、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　他の情報処理装置で決済処理が行われた売上商品情報を示す外部ジャーナルデータを該
他の情報処理装置を特定可能とするレジＩＤと共に取得する外部ジャーナル取得部、
　を更に備え、
　前記商品抽出部は、前記レジＩＤを用いて、前記ジャーナル格納部に格納されるジャー
ナルデータと前記外部ジャーナル取得部で取得される外部ジャーナルデータとを区別して
表す前記商品選択画面を前記表示部に表示させる、
　請求項１又は３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　現在のレジ担当者を特定可能とする現キャッシャＩＤを保持するキャッシャＩＤ保持部
、
　を更に備え、
　前記パネル情報格納部は、前記パネル登録情報を、レジ担当者を特定可能とするキャッ
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シャＩＤ毎にそれぞれ格納し、
　前記表示処理部は、前記キャッシャＩＤ保持部に保持される現キャッシャＩＤに対応す
る前記パネル登録情報を前記パネル情報格納部から抽出し、抽出されたパネル登録情報に
基づいて各画面部品がそれぞれ配置された前記精算パネル画面を前記表示部に表示させ、
　前記メンテナンス処理部は、前記キャッシャＩＤ保持部に保持される現キャッシャＩＤ
に対応付けた状態で前記未設定商品のパネル登録情報を前記パネル情報格納部に格納する
、
　請求項１から４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記パネル情報格納部に格納される前記パネル登録情報の中の少なくとも１つのパネル
登録情報を、対応するキャッシャＩＤと共に、他の情報処理装置へ配信する配信部を更に
備える請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　情報処理装置により実行される、各商品を精算対象に登録可能とする各画面部品がそれ
ぞれ配置された精算パネル画面の画面設定方法であって、
　前記情報処理装置は、
　精算対象に登録される商品を撮像する撮像部から取得される商品画像を保持する画像保
持部と、
　各商品について、商品を特定可能とする商品コード、商品画像、及び、画面レイアウト
情報を含むパネル登録情報をそれぞれ格納するパネル情報格納部と、
　前記情報処理装置で決済処理が完了した各取引に関する売上商品情報を含むジャーナル
データを格納するジャーナル格納部と、を有し、
　当該画面設定方法は、
　前記パネル情報格納部に格納される各商品のパネル登録情報に基づいて、該各商品を精
算対象に登録可能とする各画面部品が、該各商品の商品画像を含みかつ該各商品について
の画面レイアウト情報に応じてそれぞれ配置された、精算パネル画面を表示部に表示させ
る表示処理ステップと、
　前記パネル情報格納部に前記パネル登録情報が格納されていない未設定商品について商
品コードを指定する入力を受け付ける入力受付ステップと、
　前記未設定商品について画面レイアウトの指定を受け付け、該指定に基づいて画面レイ
アウト情報を生成する画面レイアウト情報生成ステップと、
　前記画像保持部によって保持されている前記未設定商品の商品画像、前記入力受付ステ
ップにおいて受け付けられた該未設定商品の商品コード、及び前記画面レイアウト情報生
成ステップにおいて生成された該未設定商品についての画面レイアウト情報を、該未設定
商品のパネル登録情報として前記パネル情報格納部に格納するメンテナンス処理ステップ
と、
　前記ジャーナルデータを表す商品選択画面を前記表示部に表示させる商品抽出ステップ
と、を含み、
　前記メンテナンス処理ステップにおいて、前記商品選択画面上の前記ジャーナルデータ
の中から選択された売上商品の商品コードを前記未設定商品の商品コードとして取得する
、画面設定方法。
【請求項８】
　情報処理装置により実行される、各商品を精算対象に登録可能とする各画面部品がそれ
ぞれ配置された精算パネル画面の画面設定方法であって、
　前記情報処理装置は、
　精算対象に登録される商品を撮像する撮像部から取得される商品画像を保持する画像保
持部と、
　各商品について、商品を特定可能とする商品コード、商品画像、及び、画面レイアウト
情報を含むパネル登録情報をそれぞれ格納するパネル情報格納部と、
　各商品について、商品コード、商品名、商品が属する分類を特定可能とする部門コード
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及び売価情報を含む商品情報をそれぞれ格納する商品情報格納部と、を有し、
　当該画面設定方法は、
　前記パネル情報格納部に格納される各商品のパネル登録情報に基づいて、該各商品を精
算対象に登録可能とする各画面部品が、該各商品の商品画像を含みかつ該各商品について
の画面レイアウト情報に応じてそれぞれ配置された、精算パネル画面を表示部に表示させ
る表示処理ステップと、
　前記パネル情報格納部に前記パネル登録情報が格納されていない未設定商品について商
品コードを指定する入力を受け付ける入力受付ステップと、
　前記未設定商品について画面レイアウトの指定を受け付け、該指定に基づいて画面レイ
アウト情報を生成する画面レイアウト情報生成ステップと、
　前記画像保持部によって保持されている前記未設定商品の商品画像、前記入力受付ステ
ップにおいて受け付けられた該未設定商品の商品コード、及び前記画面レイアウト情報生
成ステップにおいて生成された該未設定商品についての画面レイアウト情報を、該未設定
商品のパネル登録情報として前記パネル情報格納部に格納するメンテナンス処理ステップ
と、
　部門コード及び売価情報を取得し、取得された部門コード及び売価情報に基づいて前記
未設定商品と推定される少なくとも１つの商品の商品情報を前記商品情報格納部から抽出
し、抽出された少なくとも１つの商品を表す商品選択画面を前記表示部に表示させる商品
抽出ステップと、
　を含み、
　前記メンテナンス処理ステップにおいて、前記商品選択画面における前記少なくとも１
つの商品の中から選択された商品の商品コードを前記未設定商品の商品コードとして取得
する、画面設定方法。
【請求項９】
　前記ジャーナルデータには、レジ担当者を特定可能とするキャッシャＩＤが含まれ、
　前記商品抽出ステップにおいて、前記ジャーナルデータを前記キャッシャＩＤ毎に区別
して表す前記商品選択画面を前記表示部に表示させる、
　請求項７に記載の画面設定方法。
【請求項１０】
　他の情報処理装置で決済処理が行われた売上商品情報を示す外部ジャーナルデータを該
他の情報処理装置を特定可能とするレジＩＤと共に取得する外部ジャーナル取得ステップ
を更に含み、
　前記商品抽出ステップにおいて、前記レジＩＤを用いて、前記ジャーナル格納部に格納
されるジャーナルデータと前記外部ジャーナルデータとを区別して表す前記商品選択画面
を前記表示部に表示させる、
　請求項７又は９に記載の画面設定方法。
【請求項１１】
　前記情報処理装置は、現在のレジ担当者を特定可能とする現キャッシャＩＤを保持する
キャッシャＩＤ保持部を更に含み、
　前記パネル情報格納部は、前記パネル登録情報を、レジ担当者を特定可能とするキャッ
シャＩＤ毎にそれぞれ格納し、
　前記表示処理ステップにおいて、前記キャッシャＩＤ保持部に保持される現キャッシャ
ＩＤに対応する前記パネル登録情報を前記パネル情報格納部から抽出し、抽出されたパネ
ル登録情報に基づいて各画面部品がそれぞれ配置された前記精算パネル画面を前記表示部
に表示させ、
　前記メンテナンス処理ステップにおいて、前記キャッシャＩＤ保持部に保持される現キ
ャッシャＩＤに対応付けた状態で前記未設定商品のパネル登録情報を前記パネル情報格納
部に格納する、
　請求項７から１０のいずれか１項に記載の画面設定方法。
【請求項１２】
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　前記パネル情報格納部に格納される前記パネル登録情報の中の少なくとも１つのパネル
登録情報を、対応するキャッシャＩＤと共に、他の情報処理装置へ配信する配信ステップ
を更に含む請求項１１に記載の画面設定方法。
【請求項１３】
　請求項７から１２のいずれか１項に記載の画面設定方法を情報処理装置に実行させるプ
ログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＰＯＳ（Point Of Sale）端末及びＰＯＳシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　スーパーマーケット、百貨店、コンビニエンスストア等の小売店のレジでは、商品の包
装に付されたバーコード等の商品識別ラベルがＰＯＳ端末に読み取られることにより商品
の精算が行われる。一方で、野菜や果物等のように商品識別ラベルを読取可能な状態で付
し難い商品や、米やビール箱等のようにレジにおいて商品識別ラベルを読み取る作業を行
い難い商品がある。このような商品は、上述のような商品識別ラベルを用いた精算を行う
ことができないため、ＰＯＳ端末は、このような各商品に対応する各商品ボタンが配列さ
れた精算パネル画面を表示する。レジ担当者は、この精算パネル画面をタッチパネルを介
して操作することにより、その操作された商品ボタンに対応する商品を精算する。以降、
商品識別ラベルを用いず上記精算パネル画面を用いて精算される商品を未ラベル商品と表
記する場合がある。
【０００３】
　下記特許文献１には、オーダ入力画面における各商品に対応する画面部品のレイアウト
をユーザに自由かつ簡単に変更できるようにすることが提案されている。下記特許文献２
には、商品マスタに未登録の商品が発見された場合、その商品のバーコードスキャンと同
時にその商品を撮影しておき、後でその撮影された商品像を用いてその商品の商品マスタ
への登録を容易にする手法が提案されている。下記特許文献３には、商品コードに対応す
る商品登録情報がＰＬＵファイルに登録されていない場合に、当該商品コードに対してス
キャナで撮像した商品画像と入力された単価とを設定してＰＬＵファイルに追加登録する
手法が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－４３２１０号公報
【特許文献２】特公平４－４２７１８号公報
【特許文献３】特開２００６－２７７１９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記精算パネル画面への未ラベル商品の登録は、店舗の事務所等に設置されているＰＯ
Ｓ管理装置にて行われ、その登録情報は、通常、開店前までにそのＰＯＳ管理装置から各
ＰＯＳ端末にそれぞれ配信される。ところが、登録し忘れ等により、精算パネル画面に登
録されていない未ラベル商品が存在する場合がある。このような場合、当該ＰＯＳ管理装
置でその未ラベル商品の登録作業を行い、その登録情報を各ＰＯＳ端末にそれぞれ配信し
なければならなかった。なお、上述の先行技術文献において提案される手法は、このよう
な精算パネル画面への未ラベル商品の登録に関するものではない。
【０００６】
　一方で、上記精算パネル画面に含まれる商品ボタンと対応する商品との対応関係を把握
し易くするために、その商品の画像をその商品ボタンに表示させることが考えられる。こ



(6) JP 5928592 B2 2016.6.1

10

20

30

40

50

のようなパネル画面への商品画像登録には、商品画像の準備等も必要となり、多くの労力
を要することが想像される。
【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、ユーザに、各商品を精算対象
に登録するために利用される精算パネル画面を容易に設定させ得る技術を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の各態様では、上述した課題を解決するために、それぞれ以下の構成を採用する
。
【０００９】
　第１の態様は、情報処理装置に関する。第１態様に係る情報処理装置は、精算対象に登
録される商品を撮像する撮像部から取得される商品画像を保持する画像保持部と、各商品
について、商品を特定可能とする商品コード、商品画像、及び、画面レイアウト情報を含
むパネル登録情報をそれぞれ格納するパネル情報格納部と、パネル情報格納部に格納され
る各商品のパネル登録情報に基づいて、当該各商品を精算対象に登録可能とする各画面部
品が、該各商品の商品画像を含みかつ該各商品についての画面レイアウト情報に応じてそ
れぞれ配置された、精算パネル画面を表示部に表示させる表示処理部と、パネル情報格納
部にパネル登録情報が格納されていない未設定商品について商品コードを指定する入力を
受け付ける入力受付部と、未設定商品について画面レイアウトの指定を受け付け、該指定
に基づいて画面レイアウト情報を生成する画面レイアウト情報生成部と、画像保持部によ
って保持されている未設定商品の商品画像、入力受付部によって受け付けられた該未設定
商品についての商品コード、及び画面レイアウト情報生成部によって生成された該未設定
商品についての画面レイアウト情報を、該未設定商品のパネル登録情報としてパネル情報
格納部に格納するメンテナンス処理部と、情報処理装置で決済処理が完了した各取引に関
する売上商品情報を含むジャーナルデータを格納するジャーナル格納部と、ジャーナルデ
ータを表す商品選択画面を前記表示部に表示させる商品抽出部と、を有する。前記メンテ
ナンス処理部は、前記商品選択画面上の前記ジャーナルデータの中から選択された売上商
品の商品コードを前記未設定商品の商品コードとして取得する。
　第２の態様は、情報処理装置に関する。第１態様に係る情報処理装置は、精算対象に登
録される商品を撮像する撮像部から取得される商品画像を保持する画像保持部と、各商品
について、商品を特定可能とする商品コード、商品画像、及び、画面レイアウト情報を含
むパネル登録情報をそれぞれ格納するパネル情報格納部と、パネル情報格納部に格納され
る各商品のパネル登録情報に基づいて、該各商品を精算対象に登録可能とする各画面部品
が、該各商品の商品画像を含みかつ該各商品についての画面レイアウト情報に応じてそれ
ぞれ配置された、精算パネル画面を表示部に表示させる表示処理部と、パネル情報格納部
にパネル登録情報が格納されていない未設定商品について商品コードを指定する入力を受
け付ける入力受付部と、未設定商品について画面レイアウトの指定を受け付け、該指定に
基づいて画面レイアウト情報を生成する画面レイアウト情報生成部と、画像保持部によっ
て保持されている未設定商品の商品画像、入力受付部によって受け付けられた該未設定商
品の商品コード、及び画面レイアウト情報生成部によって生成された該未設定商品につい
ての画面レイアウト情報を、該未設定商品のパネル登録情報としてパネル情報格納部に格
納するメンテナンス処理部と、各商品について、商品コード、商品名、商品が属する分類
を特定可能とする部門コード及び売価情報を含む商品情報をそれぞれ格納する商品情報格
納部と、部門コード及び売価情報を取得し、取得された部門コード及び売価情報に基づい
て未設定商品と推定される少なくとも１つの商品の商品情報を商品情報格納部から抽出し
、抽出された少なくとも１つの商品を表す商品選択画面を表示部に表示させる商品抽出部
と、を有する。メンテナンス処理部は、商品選択画面における少なくとも１つの商品の中
から選択された商品の商品コードを未設定商品の商品コードとして取得する。
【００１０】
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　第３の態様は、情報処理装置により実行される、各商品を精算対象に登録可能とする各
画面部品がそれぞれ配置された精算パネル画面の画面設定方法に関する。
前記情報処理装置は、精算対象に登録される商品を撮像する撮像部から取得される商品画
像を保持する画像保持部と、各商品について、商品を特定可能とする商品コード、商品画
像、及び、画面レイアウト情報を含むパネル登録情報をそれぞれ格納するパネル情報格納
部と、前記情報処理装置で決済処理が完了した各取引に関する売上商品情報を含むジャー
ナルデータを格納するジャーナル格納部と、を有する。当該画面設定方法は、パネル情報
格納部に格納される各商品のパネル登録情報に基づいて、該各商品を精算対象に登録可能
とする各画面部品が、該各商品の商品画像を含みかつ該各商品についての画面レイアウト
情報に応じてそれぞれ配置された、精算パネル画面を表示部に表示させる表示処理ステッ
プと、前記パネル情報格納部に前記パネル登録情報が格納されていない未設定商品につい
て商品コードを指定する入力を受け付ける入力受付ステップと、前記未設定商品について
画面レイアウトの指定を受け付け、該指定に基づいて画面レイアウト情報を生成する画面
レイアウト情報生成ステップと、前記画像保持部によって保持されている前記未設定商品
の商品画像、前記入力受付ステップにおいて受け付けられた該未設定商品の商品コード、
及び前記画面レイアウト情報生成ステップにおいて生成された該未設定商品についての画
面レイアウト情報を、該未設定商品のパネル登録情報として前記パネル情報格納部に格納
するメンテナンス処理ステップと、前記ジャーナルデータを表す商品選択画面を前記表示
部に表示させる商品抽出ステップと、を含む。前記メンテナンス処理ステップにおいて、
前記商品選択画面上の前記ジャーナルデータの中から選択された売上商品の商品コードを
前記未設定商品の商品コードとして取得する。
　第４の態様は、情報処理装置により実行される、各商品を精算対象に登録可能とする各
画面部品がそれぞれ配置された精算パネル画面の画面設定方法に関する。前記情報処理装
置は、精算対象に登録される商品を撮像する撮像部から取得される商品画像を保持する画
像保持部と、各商品について、商品を特定可能とする商品コード、商品画像、及び、画面
レイアウト情報を含むパネル登録情報をそれぞれ格納するパネル情報格納部と、各商品に
ついて、商品コード、商品名、商品が属する分類を特定可能とする部門コード及び売価情
報を含む商品情報をそれぞれ格納する商品情報格納部と、を有する。当該画面設定方法は
、前記パネル情報格納部に格納される各商品のパネル登録情報に基づいて、該各商品を精
算対象に登録可能とする各画面部品が、該各商品の商品画像を含みかつ該各商品について
の画面レイアウト情報に応じてそれぞれ配置された、精算パネル画面を表示部に表示させ
る表示処理ステップと、前記パネル情報格納部に前記パネル登録情報が格納されていない
未設定商品について商品コードを指定する入力を受け付ける入力受付ステップと、前記未
設定商品について画面レイアウトの指定を受け付け、該指定に基づいて画面レイアウト情
報を生成する画面レイアウト情報生成ステップと、前記画像保持部によって保持されてい
る前記未設定商品の商品画像、前記入力受付ステップにおいて受け付けられた該未設定商
品の商品コード、及び前記画面レイアウト情報生成ステップにおいて生成された該未設定
商品についての画面レイアウト情報を、該未設定商品のパネル登録情報として前記パネル
情報格納部に格納するメンテナンス処理ステップと、部門コード及び売価情報を取得し、
取得された部門コード及び売価情報に基づいて前記未設定商品と推定される少なくとも１
つの商品の商品情報を前記商品情報格納部から抽出し、抽出された少なくとも１つの商品
を表す商品選択画面を前記表示部に表示させる商品抽出ステップと、を含む。前記メンテ
ナンス処理ステップにおいて、前記商品選択画面における前記少なくとも１つの商品の中
から選択された商品の商品コードを前記未設定商品の商品コードとして取得する。
【００１１】
　なお、本発明の他の態様としては、上記第１態様の構成を情報処理装置に実現させるプ
ログラムであってもよいし、このようなプログラムを記録したコンピュータが読み取り可
能な記録媒体であってもよい。この記録媒体は、非一時的な有形の媒体を含む。
【発明の効果】
【００１２】



(8) JP 5928592 B2 2016.6.1

10

20

30

40

50

　上記各態様によれば、ユーザに、各商品を精算対象に登録するために利用される精算パ
ネル画面を容易に設定させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
　上述した目的、およびその他の目的、特徴および利点は、以下に述べる好適な実施形態
、およびそれに付随する以下の図面によってさらに明らかになる。
【００１４】
【図１】第１実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置の外観の構成例を示す図である。
【図２】第１実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置のハードウェア構成例を概念的に示す
図である。
【図３】第１実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置の一部の処理構成例を概念的に示す図
である。
【図４】精算パネル画面の例を示す図である。
【図５】入力画面の例を示す図である。
【図６】第１実施形態における商品選択画面の例を示す図である。
【図７】第１実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置の動作例を示すフローチャートである
。
【図８】第２実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置の処理構成例を示す図である。
【図９】第２実施形態における商品選択画面の例を示す図である。
【図１０】第２実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置の動作例を示すフローチャートであ
る。
【図１１】第３実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置の処理構成例を示す図である。
【図１２】第３実施形態における商品選択画面の例を示す図である。
【図１３】第３実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置の動作例を示すフローチャートであ
る。
【図１４】第４実施形態におけるＰＯＳシステムの構成例を概念的に示す図である。
【図１５】第４実施形態における商品選択画面の例を示す図である。
【図１６】変形例におけるＰＯＳシステムの構成例を概念的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。なお、以下に挙げる各実施形態はそれぞ
れ例示であり、本発明は以下の各実施形態の構成に限定されない。
【００１６】
　［第１実施形態］
　〔装置構成〕
　図１は、第１実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置の外観の構成例を示す図である。図
１に示されるように、第１実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１は、チェッカ装置１０
及びキャッシャ装置２０から構成される。ＰＯＳレジスタ装置１、チェッカ装置１０及び
キャッシャ装置２０はＰＯＳ端末と呼ぶこともできる。
【００１７】
　チェッカ装置１０は、商品を精算対象に登録し、精算対象商品の情報をキャッシャ装置
２０に送る。チェッカ装置１０は、キーボード１１、タッチパネルユニット１２、スキャ
ナ装置１３、買物客用のディスプレイ１５等を有する。買物客用のディスプレイ１５には
、精算対象に登録された商品の売価情報等が表示される。
【００１８】
　タッチパネルユニット１２は、表示部１２ａ、ユーザ操作を受け付けるタッチパネル１
２ｂ、制御部等を含む。タッチパネルユニット１２は、受信される描画データに応じた画
面を表示部１２ａに表示させ、タッチパネル１２ｂへの外部からの接触を感知することに
よりユーザ（レジ担当者等の店員）からの入力を得る。タッチパネルユニット１２は、取
得された入力情報を送出する。表示部１２ａには、精算対象に登録された商品に関する情
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報や精算パネル画面等が表示される。
【００１９】
　精算パネル画面とは、上述したように、商品識別ラベルを用いず、各商品を精算対象に
登録するために利用される画面である。精算パネル画面には、商品識別ラベルを用いず精
算対象に登録すべき各商品に対応する各画面部品が配列される。この精算パネル画面の詳
細については後述する。また、上述したように、商品識別ラベルを用いず精算パネル画面
を用いて精算される商品を未ラベル商品と表記する場合がある。よって、未ラベル商品と
は、商品識別ラベルが付されていない商品のみならず、商品識別ラベルが付されていたと
しても精算パネル画面を用いて精算される商品も含む。精算パネル画面が表示部１２ａに
表示された状態で、その精算パネル画面内の画面部品がタッチパネル１２ｂを介して操作
されると、その操作された画面部品に対応する未ラベル商品が精算対象に登録される。
【００２０】
　スキャナ装置１３は、読取窓１４にかざされた商品の包装に付された商品識別ラベルを
検出し、更に、その商品の外観を映し出す商品画像を撮像する。スキャナ装置１３は、撮
像部と呼ぶこともできる。具体的には、スキャナ装置１３は、商品からの光を読取窓１４
を介してＣＣＤ（Charge Coupled Device）等の撮像素子上に光学像として結像させ、そ
の像に対応する電気信号からその商品の画像データを取得する。スキャナ装置１３は、撮
像素子により撮像された商品画像から商品識別ラベルを検出してもよい。この場合には、
スキャナ装置１３は、商品画像の撮像時と商品識別ラベルの撮像時とで、焦点距離や画角
等を自動調整する機能を有する。また、スキャナ装置１３は、レーザスキャナを更に有し
、このレーザスキャナを用いて商品識別ラベルを検出してもよい。
【００２１】
　ここで、商品識別ラベルとは、各商品をそれぞれ特定可能とする、文字、数字、記号等
から形成される商品コードがエンコードされたコードシンボルであり、一次元バーコード
や二次元バーコード等で実現される。本実施形態は、商品識別ラベルから商品コードを抽
出することができるのであれば、商品識別ラベルの実現形態を制限しない。スキャナ装置
１３は、検出された商品識別ラベルを復号することにより、商品コードを抽出する。
【００２２】
　このように、チェッカ装置１０は、スキャナ装置１３を用いて商品識別ラベルから抽出
される商品コード、精算パネル画面の操作により取得される商品コード、又は、キーボー
ド１１等を用いて直接入力される商品コード（部門コードの場合もある）により該当商品
を認識し、その該当商品を精算対象に登録する。
【００２３】
　キャッシャ装置２０は、精算対象の商品の決済処理を行う。基本的には、精算対象は、
上述のようにチェッカ装置１０で登録される。但し、精算対象が、追加的に、キャッシャ
装置２０自身で登録される場合もある。この場合、キャッシャ装置２０は、ハンディスキ
ャナ２３を用いて商品識別ラベルから抽出される商品コード、精算パネル画面の操作によ
り取得される商品コード、又は、キーボード２１等を用いて直接入力される商品コード（
部門コードの場合もある）により該当商品を認識し、その該当商品を精算対象に追加登録
する。
【００２４】
　キャッシャ装置２０は、キーボード２１、タッチパネルユニット２２、ハンディスキャ
ナ２３、買物客用のディスプレイ２５、キャッシュドロア２７等を有する。キャッシュド
ロア２７は、紙幣、硬貨、金券等、商品の決済で扱われる金銭を収納する。
【００２５】
　タッチパネルユニット２２の構成は、上述のタッチパネルユニット１２と同様であり、
タッチパネルユニット２２には、表示部２２ａ、タッチパネル２２ｂ等が含まれる。表示
部２２ａには、精算対象に登録された商品の決済処理に係る画面や精算パネル画面等が表
示される。買物客用のディスプレイ２５には、合計金額、釣り銭金額等が表示される。
【００２６】
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　ハンディスキャナ２３は、上述のスキャナ装置１３と同様に、商品の包装に付された商
品識別ラベルを読み取り、更に、その商品の外観を映し出す商品画像を撮像する。ハンデ
ィスキャナ２３は、撮像部と呼ぶこともできる。ハンディスキャナ２３は、上述のスキャ
ナ装置１３と同様の構成を有すればよいため、ここでは説明を省略する。
【００２７】
　図２は、第１実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１のハードウェア構成例を概念的に
示す図である。図２に示されるように、チェッカ装置１０は、ＣＰＵ（Central Processi
ng Unit）２、メモリ３、通信装置４、表示処理装置５、入出力インタフェース（Ｉ／Ｆ
）６等を有する。これら各ユニットは、例えば、バス７に接続される。メモリ３は、ＲＡ
Ｍ（Random Access Memory）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ハードディスク、可搬型記
憶媒体等である。通信装置４は、無線又は有線にて、他の装置（キャッシャ装置２０等）
と通信を行う。
【００２８】
　表示処理装置５には表示装置が接続されており、表示処理装置５は、ＣＰＵ２により実
行される処理に応じて任意の画面を表示させるための画面表示信号を表示装置に送る。チ
ェッカ装置１０は、表示装置として、買物客用のディスプレイ１５、タッチパネルユニッ
ト１２の表示部１２ａを有する。
【００２９】
　入出力Ｉ／Ｆ６には入出力装置が接続されており、入出力Ｉ／Ｆ６は、ＣＰＵ２により
実行される処理に応じて出力装置に音声等を出力し、入力装置からの入力信号を受け付け
る。チェッカ装置１０は、入出力装置として、キーボード１１、タッチパネルユニット１
２のタッチパネル１２ｂ、スキャナ装置１３を有する。
【００３０】
　キャッシャ装置２０は、チェッカ装置１０と同様に、ＣＰＵ２、メモリ３、通信装置４
、表示処理装置５、入出力Ｉ／Ｆ６等を有する。キャッシャ装置２０は、表示装置として
、買物客用のディスプレイ２５、タッチパネルユニット２２の表示部２２ａを有する。キ
ャッシャ装置２０は、入出力装置として、キーボード２１、タッチパネルユニット２２の
タッチパネル２２ｂ、ハンディスキャナ２３を有する。
【００３１】
　なお、本実施形態は、上述のような、チェッカ装置１０及びキャッシャ装置２０のハー
ドウェア構成を制限しない。例えば、キーボード１１及び２１は、ソフトウェアキーボー
ドで代替されてもよい。また、買物客用のディスプレイ１５及び２５は、１つに統合され
てもよいし、タッチパネルユニット１２の表示部１２ａ及びタッチパネルユニット２２の
表示部２２ａと同等の内容を表示するディスプレイであってもよい。
【００３２】
　〔処理構成〕
　図３は、第１実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１の一部の処理構成例を概念的に示
す図である。図３には、精算パネル画面に関する処理構成のみが示されているため、チェ
ッカ装置１０及びキャッシャ装置２０は、図示される各処理部以外の多数の処理部を有す
る。
【００３３】
　〈キャッシャ装置〉
　キャッシャ装置２０は、パネル情報テーブル３１、表示処理部３２、メンテナンス処理
部３３、商品情報テーブル３４、商品抽出部３５、通信処理部３６、画像保持部３７等を
有する。これら各処理部は、例えば、ＣＰＵ２によりメモリ３に格納されるプログラムが
実行されることにより実現される。また、当該プログラムは、例えば、ＣＤ（Compact Di
sc）、メモリカード等のような可搬型記録媒体や他の装置からインストールされ、メモリ
３に格納されてもよい。
【００３４】
　パネル情報テーブル３１は、精算パネル画面の構成情報を格納する。具体的には、パネ
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ル情報テーブル３１は、精算パネル画面に表示すべき各未ラベル商品について、その商品
を特定可能とする商品コード、商品画像、及び、画面レイアウト情報を含むパネル登録情
報をそれぞれ格納する。よって、パネル情報テーブル３１は、パネル情報格納部と呼ぶこ
ともできる。
【００３５】
　商品コードとは、各商品を特定するために予め決められた、文字、数字、記号等から形
成される識別データである。商品コードには、例えば、ＰＬＵ（Price Look Up）コード
、Ｎｏｎ－ＰＬＵコード等が利用される。また、商品識別ラベルを用いて読み取られる商
品コードには、例えば、ＪＡＮ（Japan Article Number）コードが利用される。画面レイ
アウト情報とは、その商品に対応する画面部品に関する、精算パネル画面の中の位置や大
きさ等の情報である。
【００３６】
　表示処理部３２は、パネル情報テーブル３１に格納される各未ラベル商品のパネル登録
情報に基づいて、精算パネル画面を表示部２２ａに表示させる。具体的には、表示処理部
３２は、パネル情報テーブル３１に格納される各商品のパネル登録情報に基づいて、当該
各商品を精算対象に登録可能とする各画面部品が、商品画像を含みかつ画面レイアウト情
報に応じてそれぞれ配置された、精算パネル画面に対応する描画データを生成し、この描
画データを表示処理装置５に送る。結果、表示処理装置５の制御により、精算パネル画面
が表示部２２ａに表示される。
【００３７】
　図４は、精算パネル画面の例を示す図である。図４の例では、未ラベル商品を精算対象
に登録可能とする画面部品としてボタンが利用されている。各ボタンには、パネル情報テ
ーブル３１に格納される各未ラベル商品がそれぞれ割り当てられており、各未ラベル商品
の商品コードの一部、商品名称、商品画像、売価情報が表示される。図４の例によれば、
画面部品（ボタン）５１には、トマトに関し、商品コード一部（００３）、商品名（トマ
ト）、商品画像（トマトの画像）、売価情報（２０円）が表示されている。ユーザは、精
算パネル画面の中から精算対象に登録される未ラベル商品に対応するボタンをタッチパネ
ル１２ｂに触れることで選択する。これにより、キャッシャ装置２０では、図示しない処
理部がその選択された未ラベル商品を精算対象に登録する。
【００３８】
　画像保持部３７は、ハンディスキャナ２３で撮像された未ラベル商品の商品画像を格納
する。ハンディスキャナ２３は、例えば、表示部２２ａに表示される所定画面に対するユ
ーザの所定操作に応じて商品を撮像する。
【００３９】
　メンテナンス処理部３３は、パネル情報テーブル３１にパネル登録情報が格納されてい
ない未設定商品を精算パネル画面に登録（表示）させるための処理を行う。具体的には、
メンテナンス処理部３３は、その未設定商品の商品画像を画像保持部３７から抽出し、そ
の未設定商品についての商品コード及び画面レイアウト情報を取得し、取得された商品コ
ード及び画面レイアウト情報並びに画像保持部３７から抽出された商品画像を、その未設
定商品のパネル登録情報としてパネル情報テーブル３１に格納する。以降、未ラベル商品
であるにも関わらず、精算パネル画面に登録されていない商品を未設定商品と表記する場
合がある。
【００４０】
　例えば、メンテナンス処理部３３は、未設定商品についての商品コード及び画面レイア
ウト情報並びに商品画像を取得するために、ユーザに、未設定商品についての商品コード
及び画面レイアウト情報を入力させ、かつ、未設定商品の商品画像を選択させるための入
力画面を表示部２２ａに表示させるよう、表示処理部３２に指示してもよい。この場合、
表示処理部３２は、その入力画面の描画データを生成し、表示処理装置５に送る。
【００４１】
　図５は、入力画面の例を示す図である。図５には、入力画面として、メンテナンス画面
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及びボタン設定画面が示されている。例えば、図４に示される精算パネル画面のメンテナ
ンスボタン５５が押下されることにより、図５に示されるメンテナンス画面が表示される
。メンテナンス画面では、未だ商品が割り当てられていない領域が「未設定」と表示され
、その領域の１つ（図５の符号５６）が選択されることにより、ボタン設定画面５７が表
示される。ボタン設定画面５７には、商品コード入力欄５７ａ、ボタン色選択欄５７ｂ、
ボタンサイズ選択欄５７ｃ、商品画像選択ボタン５７ｄ、設定ボタン５７ｅ、キャンセル
ボタン５７ｆ、プレビュー欄５７ｇ等が含まれる。
【００４２】
　この場合、メンテナンス処理部３３は、商品コード入力欄５７ａに入力されたデータを
商品コードとして取得し、ボタン設定画面５７におけるボタン色選択欄５７ｂ及びボタン
サイズ選択欄５７ｃ並びにメンテナンス画面で選択された領域５６で指定されたデータを
画面レイアウト情報として取得する。また、ボタン設定画面５７の商品画像選択ボタン５
７ｄが選択されると、画像保持部３７に保持される商品画像が表示され、ユーザは、その
表示の中から１つの商品画像を選択する。メンテナンス処理部３３は、この選択された商
品画像を未設定商品の商品画像として取得する。メンテナンス処理部３３は、選択された
商品画像を画像保持部３７から削除するようにしてもよい。
【００４３】
　商品情報テーブル３４は、各商品について、商品コード、商品名、商品が属する分類を
特定可能とする部門コード及び売価情報を含む商品情報をそれぞれ格納する。部門コード
は、野菜部門、酒部門、鮮魚部門等のように、商品が属する分類を示す。商品情報テーブ
ル３４に格納される各商品の商品情報は、予め決定され、ＰＯＳレジスタ装置１に通信可
能に接続されるＰＯＳ管理装置（図示せず）等からＰＯＳレジスタ装置１に送信される。
商品情報テーブル３４は、商品情報格納部と呼ぶこともできる。
【００４４】
　商品抽出部３５は、未設定商品の商品コードをユーザに特定し易くするための処理を実
行する。具体的には、商品抽出部３５は、部門コード及び売価情報から絞り込まれる商品
コードリストから当該未設定商品の商品コードをユーザに特定させる。部門コード及び売
価は、商品コードよりはユーザにとって把握し易いからである。
【００４５】
　商品抽出部３５は、未設定商品に関する部門コード及び売価情報を取得し、取得された
部門コード及び売価情報に基づいて未設定商品と仮定される少なくとも１つの商品の商品
コード及び商品名を商品情報テーブル３４から抽出し、抽出された少なくとも１つの商品
の商品名を示す商品選択画面を表示部２２ａに表示させる。商品抽出部３５は、未設定商
品に関する部門コード及び売価情報を取得するために、ユーザに、それらを入力させるた
めの入力画面を表示部２２ａに表示させるよう、表示処理部３２に指示してもよい。
【００４６】
　図６は、第１実施形態における商品選択画面の例を示す図である。ボタン設定画面５７
に参照ボタン６０が設けられ、この参照ボタン６０が押下されることにより、部門コード
及び売価情報の入力画面６１が表示される。入力画面６１において、部門コード及び売価
情報がキーボード２１等により入力され、実行ボタン６４が押下されると、商品選択画面
６５が表示される。商品選択画面６５には、入力画面６１を介して入力された部門コード
及び売価情報に基づいて、商品抽出部３５が商品情報テーブル３４から抽出した商品情報
のリスト６６が表示される。図６の例では、部門コード（０１０）及び売価（１２０円）
に対応する商品情報のリストが表示されている。ユーザは、この商品選択画面６５のリス
ト６６の中から未設定商品を選択し、決定ボタン６７を押下する。これにより、ボタン設
定画面５７の商品コード入力欄５７ａに、リスト６６から選択された商品の商品コードが
設定される。これにより、メンテナンス処理部３３は、商品選択画面６５において選択さ
れた商品の商品コードを未設定商品の商品コードとして取得することができる。
【００４７】
　通信処理部３６は、キャッシャ装置２０とチェッカ装置１０との間の通信を制御する。
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具体的には、通信処理部３６は、チェッカ装置１０からの要求に応じて、パネル情報テー
ブル３１及び商品情報テーブル３４に格納される情報をチェッカ装置１０に送信し、チェ
ッカ装置１０から送られる情報により、パネル情報テーブル３１及び商品情報テーブル３
４に格納される情報を更新する。また、通信処理部３６は、チェッカ装置１０により精算
登録された商品情報を受信する。
【００４８】
　〈チェッカ装置〉
　チェッカ装置１０は、図３に示されるように、表示処理部４２、メンテナンス処理部４
３、商品抽出部４５、通信処理部４６、画像保持部４７等を有する。これら各処理部は、
例えば、ＣＰＵ２によりメモリ３に格納されるプログラムが実行されることにより実現さ
れる。また、当該プログラムは、例えば、ＣＤ（Compact Disc）、メモリカード等のよう
な可搬型記録媒体や他の装置からインストールされ、メモリ３に格納されてもよい。
【００４９】
　図３の例では、チェッカ装置１０は、パネル情報テーブル３１及び商品情報テーブル３
４を有していないため、通信処理部４６は、キャッシャ装置２０からパネル情報テーブル
３１及び商品情報テーブル３４に格納される情報を取得する。また、通信処理部４６は、
他の処理部からの依頼により、パネル情報テーブル３１及び商品情報テーブル３４を更新
するための情報をキャッシャ装置２０に送る。
【００５０】
　表示処理部４２、メンテナンス処理部４３、商品抽出部４５及び画像保持部４７は、基
本的には、上述した、表示処理部３２、メンテナンス処理部３３、商品抽出部３５、画像
保持部３７と同様である。以下、チェッカ装置１０のこれら各処理部について、キャッシ
ャ装置２０の各処理部と異なる内容についてのみ説明する。
【００５１】
　表示処理部４２は、通信処理部４６によりキャッシャ装置２０から取得されたパネル情
報テーブル３１の情報に基づいて、精算パネル画面を表示部１２ａに表示させる。
【００５２】
　画像保持部４７は、スキャナ装置１３で撮像された未ラベル商品の商品画像を格納する
。スキャナ装置１３は、例えば、表示部１２ａに表示される所定画面に対するユーザの所
定操作に応じて商品を撮像する。
【００５３】
　メンテナンス処理部４３は、未設定商品の商品画像を画像保持部４７から抽出し、その
未設定商品についての商品コード及び画面レイアウト情報を取得し、取得された商品コー
ド及び画面レイアウト情報並びに画像保持部４７から抽出された商品画像を通信処理部４
６及び３６を介してキャッシャ装置２０に送る。結果、メンテナンス処理部４３により送
られた商品コード及び画面レイアウト情報並びに商品画像が、未設定商品のパネル登録情
報としてパネル情報テーブル３１に格納される。
【００５４】
　また、図５に示される入力画面は、表示部１２ａに表示される。ボタン設定画面５７の
商品画像選択ボタン５７ｄが選択されると、画像保持部４７に保持される商品画像が表示
され、ユーザは、その表示の中から１つの商品画像を選択する。
【００５５】
　商品抽出部４５は、取得された部門コード及び売価情報に基づいて未設定商品と仮定さ
れる少なくとも１つの商品の商品コード及び商品名を通信処理部４６により取得された商
品情報テーブル３４の情報から抽出し、抽出された少なくとも１つの商品の商品名を示す
商品選択画面を表示部１２ａに表示させる。商品抽出部４５は、未設定商品に関する部門
コード及び売価情報を取得するために、ユーザに、それらを入力させるための入力画面を
表示部１２ａに表示させるよう、表示処理部３２に指示する。
【００５６】
　また、図６に示される商品選択画面６５には、入力画面６１を介して入力された部門コ



(14) JP 5928592 B2 2016.6.1

10

20

30

40

50

ード及び売価情報に基づいて、商品抽出部４５が、通信処理部４６により取得された商品
情報テーブル３４の情報から抽出した商品情報のリスト６６が表示される。
【００５７】
　〔動作例〕
　以下、第１実施形態における画面設定方法について図７を用いて説明する。図７は、第
１実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１の動作例を示すフローチャートである。第１実
施形態における画面設定方法は、精算パネル画面に関する設定方法であり、第１実施形態
におけるＰＯＳレジスタ装置１を構成するチェッカ装置１０又はキャッシャ装置２０によ
り実行される。ＰＯＳレジスタ装置１は、パネル情報テーブル３１に格納される各商品の
パネル登録情報に基づいて、当該各商品に対応する各画面部品（各ボタン）がその商品画
像を表示しつつ画面レイアウト情報に応じて配置された精算パネル画面を表示する。
【００５８】
　レジ担当者は、当該精算パネル画面に登録されていない未ラベル商品（未設定商品）を
精算対象に登録する際に、ＰＯＳレジスタ装置１にその未ラベル商品の撮影を指示する。
この指示は、例えば、ＰＯＳレジスタ装置１のタッチパネル（１２ｂ又は２２ｂ）又はキ
ーボード（１１又は２１）をレジ担当者が操作することにより行われる。
【００５９】
　ＰＯＳレジスタ装置１は、その指示に応じて、その未設定商品をスキャナ装置１３又は
ハンディスキャナ２３を用いて撮像する（Ｓ７０）。この撮像により、その未設定商品の
商品画像が生成される。ＰＯＳレジスタ装置１は、生成された商品画像を保持する（Ｓ７
１）。
【００６０】
　ＰＯＳレジスタ装置１は、レジ担当者からの精算パネル画面のメンテナンス要求を取得
する（Ｓ７２）。この要求は、例えば、レジ担当者が、上記未設定商品を精算パネル画面
に登録するために、図４の例におけるメンテナンスボタン５５を押下することにより発生
する。これにより、例えば、ＰＯＳレジスタ装置１は、未設定商品に関する商品コード、
画面レイアウト情報及び商品画像を取得するために、図５に示されるようなメンテナンス
画面及びボタン設定画面を表示する。
【００６１】
　ＰＯＳレジスタ装置１は、レジ担当者が未設定商品の商品コードを直接入力した場合に
は（Ｓ７３；ＮＯ）、その直接入力された商品コードを未設定商品の商品コードとして取
得する（Ｓ７８）。一方、ＰＯＳレジスタ装置１は、レジ担当者により未設定商品の参照
が要求された場合（Ｓ７３；ＹＥＳ）、次のように動作する。
【００６２】
　まず、ＰＯＳレジスタ装置１は、部門コード及び売価情報を取得する（Ｓ７４）。これ
ら情報は、ＰＯＳレジスタ装置１により表示される入力画面６１（図６参照）に、レジ担
当者が入力することにより、取得される。次に、ＰＯＳレジスタ装置１は、取得された部
門コード及び売価情報を含む商品情報に持つ商品のリストを商品情報テーブル３４から抽
出する（Ｓ７５）。ＰＯＳレジスタ装置１は、この抽出された商品リストを含む商品選択
画面（図６の符号６５参照）を表示する（Ｓ７６）。
【００６３】
　レジ担当者は、この商品選択画面に含まれる商品リストの中から未設定商品に対応する
商品を選択する。このユーザ操作に応じて、ＰＯＳレジスタ装置１は、その選択された商
品の商品コードを未設定商品の商品コードとして取得する（Ｓ７７）。
【００６４】
　更に、レジ担当者は、当該メンテナンス画面及びボタン設定画面などを操作することに
より、その未設定商品に対応するボタンの画面レイアウト情報を設定する。これにより、
ＰＯＳレジスタ装置１は、当該未設定商品に関する画面レイアウト情報を取得する（Ｓ７
９）。
【００６５】
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　続いて、ＰＯＳレジスタ装置１は、保持される商品画像の中から、当該未設定商品に対
応する商品画像を取得する（Ｓ８０）。これは、例えば、保持される商品画像のリストを
表示する画面に対してレジ担当者が選択操作することにより、実現される。
【００６６】
　ＰＯＳレジスタ装置１は、工程（Ｓ７７）又は工程（Ｓ７８）で取得された商品コード
、工程（Ｓ７９）で取得された画面レイアウト情報、工程（Ｓ８０）で取得された商品画
像を当該未設定商品に関するパネル登録情報としてパネル情報テーブル３１に格納する（
Ｓ８１）。結果、ＰＯＳレジスタ装置１は、パネル情報テーブル３１に格納される当該未
設定商品のパネル登録情報に基づいて、当該未設定商品に対応する画面部品（各ボタン）
がその商品画像を表示しつつ画面レイアウト情報に応じて配置された精算パネル画面を表
示することになる。
【００６７】
　図７では、上述したように、未設定商品の撮影指示（Ｓ７０に相当）と、精算パネル画
面のメンテナンス要求（Ｓ７２に相当）とが別々に行われる例が示された。これは、未設
定商品の撮像がその未設定商品の精算登録時に行われ、精算パネル画面のメンテナンスが
その未設定商品を含む取引の決済完了後に行われるケースに対応する。しかしながら、精
算パネル画面のメンテナンスもその未設定商品の精算登録時に行われてもよい。この場合
には、工程（Ｓ７２）の実施後、工程（Ｓ７０）及び工程（Ｓ７１）が実施され、更にそ
の後に、工程（Ｓ７３）が実施されればよい。
【００６８】
　〔第１実施形態における作用及び効果〕
　第１実施形態では、商品精算のための精算パネル画面に登録されていない未設定商品が
スキャナ装置１３又はハンディスキャナ２３で撮像され、その撮像により生成された商品
画像が画像保持部３７に保持される。一方、その未設定商品に関し、商品コード及び画面
レイアウト情報が、ＰＯＳレジスタ装置１の表示部１２ａ又は表示部２２ａに表示される
入力画面に対するユーザ（レジ担当者等）の操作に基づいて、ＰＯＳレジスタ装置１で取
得される。これにより、その未設定商品に関する商品画像、商品コード及び画面レイアウ
ト情報がパネル情報テーブル３１に格納される。結果として、ＰＯＳレジスタ装置１の表
示部１２ａ又は表示部２２ａに、その未設定商品に対応する画面部品がその商品画像を表
示しつつその画面レイアウト情報に応じて配置された精算パネル画面が表示されるように
なる。
【００６９】
　このように、第１実施形態によれば、わざわざ店舗の事務所等に設置されているＰＯＳ
管理装置を操作することなく、ＰＯＳレジスタ装置１にて容易に精算パネル画面への未ラ
ベル商品の登録を行うことができる。更に、第１実施形態によれば、ＰＯＳレジスタ装置
１で撮像された商品画像を精算パネル画面へ登録することができるため、登録するための
商品画像をデジタルカメラ等で撮影するといった作業負荷をなくすことができる。
【００７０】
　更に、第１実施形態では、部門コード及び売価情報に基づいて、未設定商品と推定され
る商品のリストを含む商品選択画面がＰＯＳレジスタ装置１の表示部１２ａ又は２２ａに
表示される。そして、ＰＯＳレジスタ装置１においてこの商品選択画面でユーザに選択さ
れた商品の商品コードがその未設定商品の商品コードとして取得される。これにより、ユ
ーザは、未設定商品の商品コードを知らない場合にも、商品コードよりも把握し易い部門
コード及び売価を入力することにより、その商品コードをＰＯＳレジスタ装置１に対して
容易に設定することができる。これは、精算パネル画面に対する未設定商品の登録操作を
一層容易にする。
【００７１】
　［第２実施形態］
　レジ担当者は、迅速にレジ処理を終わらせるために、未設定商品を含む取引の決済を取
り急ぎ完了させ、精算待ちの買物客がいない合間をぬって、その未設定商品を精算パネル
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画面に登録する。これにより、レジ担当者は、精算パネル画面への登録の際に、未設定商
品に関する情報を忘れてしまっている可能性がある。一方で、ＰＯＳレジスタ装置１では
、税法上の理由等から、決済処理が完了した各取引に関する売上情報であるジャーナルデ
ータが保持される。
【００７２】
　そこで、第２実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１は、未設定商品の情報をジャーナ
ルデータから特定可能とする。以下、第２実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１につい
て、第１実施形態と異なる内容を中心に説明する。以下の説明では、第１実施形態と同様
の内容については適宜省略する。
【００７３】
　〔処理構成〕
　図８は、第２実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１の処理構成例を示す図である。キ
ャッシャ装置２０は、第１実施形態の構成に加えて、ジャーナル格納部３８を更に有する
。上述したように、キャッシャ装置２０では、図示しない処理部が、決済処理が完了した
各取引についての売上情報をジャーナルデータとしてジャーナル格納部３８に格納する。
【００７４】
　ジャーナル格納部３８は、決済済みの各取引について、レシート番号、レジ番号、レジ
担当者番号、決済時間、売上情報等をそれぞれ格納する。売上情報には、その取引で対象
とされた各商品について、商品コード、商品名、売価情報、値引き情報等がそれぞれ含ま
れる。
【００７５】
　キャッシャ装置２０の商品抽出部３５は、ジャーナル格納部３８から取得されるジャー
ナルデータを表す商品選択画面を表示部２２ａに表示させる。
　チェッカ装置１０の商品抽出部４５は、ジャーナル格納部３８に格納されるジャーナル
データを通信処理部３６及び通信処理部４６を介して取得し、この取得されたジャーナル
データを表す商品選択画面を表示部１２ａに表示させる。
【００７６】
　図９は、第２実施形態における商品選択画面の例を示す図である。第２実施形態では、
上述のボタン設定画面５７の商品コードの参照ボタンが２つ設けられる。１つの参照ボタ
ン６０は、第１実施形態で説明したように、部門コード及び売価情報で商品コードを特定
可能とするボタンである。第２実施形態で設けられる新たな参照ボタン８９が押下される
と、上述の商品抽出部３５及び４５により生成される商品選択画面９０が表示される。
【００７７】
　図９の例では、ジャーナルデータが取引毎に区分けされて表示されている。このように
、レジ担当者は、この商品選択画面により、以前の精算情報を見ることができる。これに
より、レジ担当者は、決済を取り急ぎ完了させた取引に含まれる未設定商品の商品コード
を再認識することができる。この商品選択画面の売上商品の中から未設定商品が選択され
ると（符号９１）、ボタン設定画面５７の商品コード入力欄５７ａにその選択された未設
定商品の商品コードが設定される。
【００７８】
　メンテナンス処理部３３及び４３は、上述のような商品選択画面上のジャーナルデータ
の中から選択された売上商品の商品コードを未設定商品の商品コードとして取得する。
【００７９】
　〔動作例〕
　以下、第２実施形態における画面設定方法について図１０を用いて説明する。図１０は
、第２実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１の動作例を示すフローチャートである。図
１０では、第１実施形態における動作例と同じ工程については、図７と同じ符号が付され
ている。第２実施形態における画面設定方法では、工程（Ｓ１０１）から工程（Ｓ１０４
）が第１実施形態と異なるため、これら工程についてのみ以下に説明する。
【００８０】
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　ＰＯＳレジスタ装置１は、レジ担当者により未設定商品の参照が要求された場合（Ｓ７
３；ＹＥＳ）、ジャーナルデータを用いた未設定商品の参照が要求されたか否かを判定す
る（Ｓ１０１）。例えば、図９の例に示される参照ボタン８９が押下されたか否かが判定
される。ＰＯＳレジスタ装置１は、部門コード及び売価情報を用いた未設定商品の参照が
要求された場合には（Ｓ１０１；ＮＯ）、第１実施形態と同様の動作を行う。
【００８１】
　一方、ＰＯＳレジスタ装置１は、ジャーナルデータを用いた未設定商品の参照が要求さ
れた場合（Ｓ１０１；ＹＥＳ）、ジャーナル格納部３８からジャーナルデータを取得する
（Ｓ１０２）。ＰＯＳレジスタ装置１は、そのジャーナルデータを含む商品選択画面を表
示部１２ａ又は表示部２２ａに表示する（Ｓ１０３）。ＰＯＳレジスタ装置１は、この商
品選択画面上の売上商品の中からレジ担当者により選択された商品の商品コードを未設定
商品の商品コードとして取得する（Ｓ１０４）。具体的には、ＰＯＳレジスタ装置１は、
ジャーナルデータの売上情報の中でレジ担当者により選択されたレコードが特定され、こ
のレコードに含まれる商品コードを取得する。
【００８２】
　ＰＯＳレジスタ装置１は、以降、第１実施形態と同様に、工程（Ｓ７７）、工程（Ｓ７
８）又は工程（Ｓ１０４）で取得された商品コード、工程（Ｓ７９）で取得された画面レ
イアウト情報、工程（Ｓ８０）で取得された商品画像を当該未設定商品に関するパネル登
録情報としてパネル情報テーブル３１に格納する（Ｓ８１）。
【００８３】
　〔第２実施形態の作用及び効果〕
　第２実施形態では、ジャーナルデータを含む商品選択画面がＰＯＳレジスタ装置１の表
示部１２ａ又は２２ａに表示され、この商品選択画面でユーザに選択された商品の商品コ
ードがその未設定商品の商品コードとして取得される。これにより、第２実施形態によれ
ば、ユーザ（レジ担当者）に、決済を取り急ぎ完了させた取引に含まれる未設定商品の商
品コードを再認識させることができる。つまり、精算パネル画面に未設定商品を登録する
際に、ユーザが未設定商品の商品コードを忘れてしまった場合でも、その商品コードをＰ
ＯＳレジスタ装置１に対して容易に設定させることができる。これは、精算パネル画面に
対する未設定商品の登録操作を一層容易にする。
【００８４】
　［第３実施形態］
　レジ担当者にとって、好みや作業レベルに応じて、精算パネル画面の好ましい構成が異
なる。経験の浅いレジ担当者は、分かり易い構成を好み、ベテランのレジ担当者は、迅速
な操作に対応可能な構成を好む傾向にある。分かり易い構成の例として、各画面要素が大
きく、各画面要素に商品画像が大きく表示されている構成が挙げられる。迅速な操作に対
応可能な構成の例としては、各画面要素が小さく、多くの商品が一覧できる構成が挙げら
れる。一方、各レジ担当者は、１つのＰＯＳ端末を固定的に使うわけではなく、作業時間
帯及び担当者のシフトに応じて利用するＰＯＳ端末を変えるのが一般的である。
【００８５】
　そこで、第３実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１は、レジ担当者毎の精算パネル画
面の設定及び表示を可能とする。以下、第３実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１につ
いて、第１実施形態及び第２実施形態と異なる内容を中心に説明する。以下の説明では、
第１実施形態及び第２実施形態と同様の内容については適宜省略する。
【００８６】
　〔処理構成〕
　図１１は、第３実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１の処理構成例を示す図である。
第３実施形態におけるキャッシャ装置２０は、第２実施形態の構成に加えて、ログイン制
御部１１０及びキャッシャＩＤ保持部１１１を更に有する。ログイン制御部１１０及びキ
ャッシャＩＤ保持部１１１についても、例えば、ＣＰＵ２によりメモリ３に格納されるプ
ログラムが実行されることにより実現される。
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【００８７】
　ログイン制御部１１０は、ＰＯＳレジスタ装置１へのレジ担当者のログインを制御する
。具体的には、ログイン制御部１１０は、ログイン画面を表示するように表示処理部３２
に指示し、そのログイン画面の操作でレジ担当者により入力されるキャッシャＩＤを取得
する。ログイン制御部１１０は、取得されたキャッシャＩＤをキャッシャＩＤ保持部１１
１に保持する。なお、ログイン制御部１１０は、ログイン制御において、レジ担当者の認
証を行うようにしてもよい。
【００８８】
　ここで、キャッシャＩＤとは、ＰＯＳレジスタ装置１が各レジ担当者を特定可能とする
識別子であり、第２実施形態ではレジ担当者番号と表記された。これにより、ジャーナル
格納部３８に格納されるジャーナルデータにはキャッシャＩＤが含まれる。なお、キャッ
シャＩＤの具体的入力方法は制限されない。キャッシャＩＤは、キーボード１１又は２１
やタッチパネル１２ｂ又は２２ｂで入力されてもよいし、電子タグやバーコード等を用い
て電子的に取得されてもよい。
【００８９】
　キャッシャＩＤ保持部１１１は、現在ログインしているレジ担当者のキャッシャＩＤを
保持する。キャッシャＩＤ保持部１１１は、現在ログインしているレジ担当者のキャッシ
ャＩＤのみを保持するようにしてもよいし、現在ログインしているレジ担当者のキャッシ
ャＩＤを特定可能に複数のキャッシャＩＤを保持するようにしてもよい。以降、現在ログ
インしているレジ担当者のキャッシャＩＤを現キャッシャＩＤと表記する場合もある。
【００９０】
　パネル情報テーブル３１は、各キャッシャＩＤについてパネル登録情報をそれぞれ格納
する。言い換えれば、パネル情報テーブル３１は、各商品についてのパネル登録情報を各
キャッシャＩＤと関連付けた状態で格納する。
【００９１】
　キャッシャ装置２０の表示処理部３２は、キャッシャＩＤ保持部１１１から現キャッシ
ャＩＤを取得し、この現キャッシャＩＤに対応するパネル登録情報をパネル情報テーブル
３１から抽出し、抽出されたパネル登録情報から生成される精算パネル画面を表示部２２
ａに表示させる。また、チェッカ装置１０の表示処理部４２は、現キャッシャＩＤ及び現
キャッシャＩＤに対応するパネル登録情報を通信処理部３６及び通信処理部４６を介して
キャッシャ装置２０から取得し、その現キャッシャＩＤに対応する精算パネル画面を表示
部１２ａに表示させる。
【００９２】
　メンテナンス処理部３３は、キャッシャＩＤ保持部１１１から現キャッシャＩＤを取得
し、未設定商品についてのパネル登録情報をこの現キャッシャＩＤと関連付けてパネル情
報テーブル３１に格納する。メンテナンス処理部４３は、通信処理部３６及び４６を介し
て取得される現キャッシャＩＤと関連付けた状態で、未設定商品についてのパネル登録情
報を通信処理部３６及び４６を介してパネル情報テーブル３１に格納する。
【００９３】
　商品抽出部３５及び４５は、ジャーナル格納部３８から取得されるジャーナルデータを
キャッシャＩＤ毎に区別して表す商品選択画面を表示部２２ａ又は１２ａに表示させるよ
うにしてもよい。この場合、商品抽出部３５及び４５は、取得されたジャーナルデータを
キャッシャＩＤで分割し、分割されたジャーナルデータ毎に区別された状態で当該ジャー
ナルデータを商品選択画面に含める。
【００９４】
　図１２は、第３実施形態における商品選択画面の例を示す図である。図１２に示される
ように、第３実施形態の商品選択画面１２０には、レジ担当者指定欄１２１が設けられる
。商品選択画面１２０では、レジ担当者指定欄１２１により指定されたキャッシャＩＤに
対応するジャーナルデータが表示される。これにより、レジ担当者は、このレジ担当者指
定欄１２１で他のレジ担当者のキャッシャＩＤ（レジ担当者番号）を指定することにより
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、他のレジ担当者により決済処理が行われたジャーナルデータを参照することができる。
【００９５】
　〔動作例〕
　以下、第３実施形態における画面設定方法について図１３を用いて説明する。図１３は
、第３実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１の動作例を示すフローチャートである。レ
ジ担当者は、自身のキャッシャＩＤを持っており、ＰＯＳレジスタ装置１を使う際に、ま
ず、このキャッシャＩＤを用いてＰＯＳレジスタ装置１にログインを行う。これにより、
ＰＯＳレジスタ装置１は、作業中のレジ担当者のキャッシャＩＤをキャッシャＩＤ保持部
１１１に保持している。この状態において、ＰＯＳレジスタ装置１は、図１３に示される
動作を行う。
【００９６】
　図１３では、第２実施形態における動作例と同じ工程については、図１０と同じ符号が
付されている。第３実施形態における画面設定方法では、工程（Ｓ１３１）及び工程（Ｓ
１３２）が第２実施形態と異なるため、工程（Ｓ１３１）及び工程（Ｓ１３２）について
のみ以下に説明する。
【００９７】
　ＰＯＳレジスタ装置１は、未設定商品の商品画像を取得すると（Ｓ８０）、キャッシャ
ＩＤ保持部１１１に保持される現キャッシャＩＤを取得する（Ｓ１３１）。ＰＯＳレジス
タ装置１は、工程（Ｓ７７）、工程（Ｓ７８）又は工程（Ｓ１０４）で取得された商品コ
ード、工程（Ｓ７９）で取得された画面レイアウト情報、工程（Ｓ８０）で取得された商
品画像を現キャッシャＩＤと関連付けて当該未設定商品に関するパネル登録情報としてパ
ネル情報テーブル３１に格納する（Ｓ１３２）。
【００９８】
　〔第３実施形態における作用及び効果〕
　第３実施形態では、作業中のレジ担当者を特定し得るキャッシャＩＤが保持されており
、パネル情報テーブル３１においても、各商品のパネル登録情報がキャッシャＩＤに関連
付けられて格納されている。これにより、第３実施形態では、ログイン中のレジ担当者の
キャッシャＩＤに対応するパネル登録情報に基づいて精算パネル画面が表示される。また
、未設定商品を精算パネル画面に登録する際に、その未設定商品のパネル登録情報が現キ
ャッシャＩＤと関連付けられてパネル情報テーブル３１に格納される。
【００９９】
　従って、第３実施形態によれば、レジ担当者毎に、精算パネル画面の表示形態を変える
ことができる。これにより、各レジ担当者は、任意のＰＯＳレジスタ装置１において、自
身の好みに合った精算パネル画面をそれぞれ利用することができる。よって、第３実施形
態によれば、各レジ担当者の精算パネル画面の操作負担を軽減させることができ、ひいて
は、各レジ担当者の作業効率を向上させることができる。
【０１００】
　［第４実施形態］
　図１４は、第４実施形態におけるＰＯＳシステム１００の構成例を概念的に示す図であ
る。ＰＯＳシステム１００は、上述の各実施形態に対応する複数のＰＯＳレジスタ装置１
（＃１）から１（＃ｍ）を有する。各ＰＯＳレジスタ装置１（＃１）から１（＃ｍ）はネ
ットワーク９により相互に通信可能に接続される。ネットワーク９は、ＬＡＮ（Local Ar
ea Network）、無線通信ネットワーク、インターネット等のような公衆網、ＷＡＮ（Wide
 Area Network）等である。本実施形態において、各ＰＯＳレジスタ装置１間の通信形態
は限定されない。以降、特に区別する必要がある場合を除き、各ＰＯＳレジスタ装置１（
＃１）から１（＃ｍ）をＰＯＳレジスタ装置１と総称する。
【０１０１】
　以下、第４実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１について、上述の各実施形態と異な
る内容を中心に説明する。以下の説明では、上述の各実施形態と同様の内容については適
宜省略する。第４実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１は、上述の各実施形態と同様の
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処理構成を有する。
【０１０２】
　通信処理部３６及び４６は、他の各ＰＯＳレジスタ装置１について、ＩＰ（Internet P
rotocol）アドレス等のような、他のＰＯＳレジスタ装置１と通信するために必要な情報
をそれぞれ保持する。通信処理部３６及び４６は、通信のために必要な情報を各ＰＯＳレ
ジスタ装置１のレジＩＤと共に保持する。レジＩＤとは、各ＰＯＳレジスタ装置１を特定
可能とする識別子であり、第２実施形態ではレジ番号と表記された。
【０１０３】
　通信処理部３６及び４６は、他のＰＯＳレジスタ装置１からジャーナルデータを当該他
のＰＯＳレジスタ装置１を特定可能とするレジＩＤと共に取得する。他のＰＯＳレジスタ
装置１から取得されたジャーナルデータを外部ジャーナルデータと表記する。これにより
、通信処理部３６及び４６は外部ジャーナル取得部と呼ぶこともできる。
【０１０４】
　また、通信処理部３６及び４６は、パネル情報テーブル３１に格納されるパネル登録情
報の中の少なくとも１つのパネル登録情報を、対応するキャッシャＩＤと共に、他のＰＯ
Ｓレジスタ装置１へ配信する。例えば、通信処理部３６及び４６は、パネル登録情報が更
新された場合に、更新されたパネル登録情報についてこの配信処理を行う。これにより、
通信処理部３６及び４６は配信部と呼ぶこともできる。
【０１０５】
　通信処理部３６及び４６は、他のＰＯＳレジスタ装置１からパネル登録情報及びキャッ
シャＩＤを受信すると、そのパネル登録情報とキャッシャＩＤとを関連付けてパネル情報
テーブル３１に格納する。このとき、他のＰＯＳレジスタ装置１から取得されたキャッシ
ャＩＤと同じキャッシャＩＤに関連付けられたパネル登録情報が既にパネル情報テーブル
３１に格納されている場合、その既存のパネル登録情報を他のＰＯＳレジスタ装置１から
取得されたパネル登録情報で上書きする。
【０１０６】
　ジャーナル格納部３８は、ＰＯＳレジスタ装置１自身で決済処理が行われた売上商品情
報を示すジャーナルデータと、他のＰＯＳレジスタ装置１から取得された外部ジャーナル
データとを各レジＩＤとそれぞれ関連付けて格納する。
【０１０７】
　商品抽出部３５及び４５は、通信処理部３６又は４６により取得された外部ジャーナル
データとジャーナル格納部３８に格納されるジャーナルデータとを区別した形態で表す商
品選択画面を表示部１２ａ又は２２ａに表示させる。この場合、商品抽出部３５及び４５
は、ＰＯＳレジスタ装置１自身のジャーナルデータ及び外部ジャーナルデータをジャーナ
ル格納部３８から抽出し、それらをレジＩＤで識別し、識別されたレジＩＤ毎に区別され
た状態で当該ジャーナルデータを商品選択画面に含める。
【０１０８】
　図１５は、第４実施形態における商品選択画面の例を示す図である。図１５に示される
ように、第４実施形態における商品選択画面１５０には、新たにレジ指定欄１５１が設け
られる。この商品選択画面１５０では、レジ指定欄１５１により指定されたレジＩＤに対
応するジャーナルデータのみが表示される。第４実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１
は、レジ指定欄１５１で指定されたレジＩＤが他のＰＯＳレジスタ装置１を示す場合に、
通信処理部３６又は通信処理部４６にその指定されたレジＩＤに対応する他のＰＯＳレジ
スタ装置１からジャーナルデータを取得するよう指示してもよい。これにより、レジ担当
者は、他のＰＯＳレジスタ装置１のジャーナルデータを参照して、精算パネル画面に登録
すべき未設定商品の商品コードを特定することができる。
【０１０９】
　〔第４実施形態における作用及び効果〕
　第４実施形態では、他のＰＯＳレジスタ装置１で決済処理された売上商品情報を示すジ
ャーナルデータが当該他のＰＯＳレジスタ装置１のレジＩＤと共に取得され、商品選択画
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面において、レジＩＤ毎に区別され得る状態で各ジャーナルデータが表示される。これに
より、レジ担当者は、現在利用しているＰＯＳレジスタ装置１とは異なる他のＰＯＳレジ
スタ装置１のジャーナルデータを参照することができ、そのジャーナルデータから精算パ
ネル画面に登録すべき未設定商品の商品コードを特定することができる。従って、未設定
商品が、他のＰＯＳレジスタ装置１において正しい商品コードで既に決済処理されている
場合に、レジ担当者は、当該外部ジャーナルデータにより、その未設定商品の商品コード
を知ることができる。
【０１１０】
　また、第４実施形態では、或るＰＯＳレジスタ装置１で精算パネル画面が更新された場
合に、更新されたパネル登録情報がキャッシャＩＤと共に、他の各ＰＯＳレジスタ装置１
にそれぞれ配信され、他の各ＰＯＳレジスタ装置１のパネル情報テーブル３１がその配信
されたパネル登録情報により更新される。これにより、レジ担当者は、１台のＰＯＳレジ
スタ装置１において自身の好みに合わせて精算パネル画面を設定すれば、他のＰＯＳレジ
スタ装置１でも同様の精算パネル画面を利用することができる。結果として、第４実施形
態によれば、複数のＰＯＳレジスタ装置１の各々で同様の精算パネル画面の設定作業を行
う必要がないため、当該設定作業の労力を軽減することができる。
【０１１１】
　［変形例］
　上述の各実施形態では、ＰＯＳレジスタ装置１がチェッカ装置１０及びキャッシャ装置
２０を有する例が示されたが、ＰＯＳレジスタ装置１はキャッシャ装置２０のみで構成さ
れてもよい。また、上述の各実施形態では、精算パネル画面がチェッカ装置１０及びキャ
ッシャ装置２０で表示可能とされたが、精算パネル画面はチェッカ装置１０及びキャッシ
ャ装置２０のいずれか一方のみで表示可能とされてもよい。
【０１１２】
　また、上述の各実施形態では、パネル情報テーブル３１、商品情報テーブル３４、ジャ
ーナル格納部３８及びキャッシャＩＤ保持部１１１がキャッシャ装置２０のみに設けられ
たが、それらの複製がチェッカ装置１０に存在するようにしてもよい。この場合、チェッ
カ装置１０の各処理部は、通信処理部３６及び４６を介してそれらに格納される情報を取
得しなくてもよくなる。
【０１１３】
　また、上述の各実施形態では、キャッシャ装置２０のハンディスキャナ２３においても
商品画像が撮像されたが、チェッカ装置１０のスキャナ装置１３のみが商品画像を撮像す
るようにしてもよい。この場合には、チェッカ装置１０は、スキャナ装置１３により生成
された商品画像をキャッシャ装置２０に送信し、キャッシャ装置２０は、チェッカ装置１
０から受信された商品画像を画像保持部３７に保持すればよい。
【０１１４】
　更に、上述の各実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１は、サーバ装置と店舗端末とを
含むＰＯＳシステムとして実現されてもよい。
　図１６は、変形例におけるＰＯＳシステム７００の構成例を概念的に示す図である。
【０１１５】
　ＰＯＳシステム７００は、サーバ装置７０５及び店舗側構成７１０から構成され、サー
バ装置７０５と店舗側構成７１０とは、通信網７０１により通信可能に接続される。通信
網７０１は、インターネット等のような公衆網、ＷＡＮ（Wide Area Network）、ＬＡＮ
（Local Area Network）、無線通信ネットワーク等である。この通信網７０１の実現形態
は制限されない。
【０１１６】
　店舗側構成７１０には、通信中継装置７１１、店舗端末７１５、スタンド７１６、ハン
ディスキャナ７１７、キャッシュドロア７１８、レシートプリンタ７１９等が含まれる。
スタンド７１６は、店舗端末７１５と、他の機器（ハンディスキャナ７１７、キャッシュ
ドロア７１８、レシートプリンタ７１９）とを通信可能に接続するための機器である。店
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舗端末７１５とスタンド７１６とは、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）や赤外線
通信等の短距離無線通信や無線ＬＡＮ等により接続される。スタンド７１６と他の機器と
は各種通信線又は無線により接続される。通信中継装置７１１は、店舗端末７１５を通信
網７０１に接続し、店舗端末７１５とサーバ装置７０５との間の通信を可能とする。なお
、これら各ノード間の通信形態は制限されない。通信中継装置７１１は省かれ、店舗端末
７１５は、通信中継装置７１１を介することなく、無線基地局等を介して３Ｇ回線等を用
いて通信網７０１に接続されてもよい。
【０１１７】
　店舗端末７１５は、ＰＣ（Personal Computer）、ノートＰＣ、タブレット型端末、ス
マートフォン等のような汎用コンピュータであり、サーバ装置７０５との間でデータのや
り取りをすることにより、上述のＰＯＳレジスタ装置１のユーザインタフェースを実現す
る。サーバ装置７０５は、一般的なサーバコンピュータであり、ＷＥＢサーバ、アプリケ
ーションサーバ等として実現される。
【０１１８】
　上述の実施形態におけるＰＯＳレジスタ装置１がこのようなＰＯＳシステム７００とし
て実現される形態では、上述の各処理部は、実現可能な限り、サーバ装置７０５及び店舗
端末７１５のどちらで実現されてもよい。例えば、サーバ装置７０５と店舗端末７１５と
の間のインタフェースとしてＷＥＢシステムが利用される場合、上述の全処理部がサーバ
装置７０５で実現され、店舗端末７１５は、単なる表示部（及び撮像部）として動作して
もよい。逆に、店舗端末７１５において全処理部が実現されてもよい。また、一部の処理
部がサーバ装置７０５で実現され、残りの処理部が店舗端末７１５で実現されるような形
態でもよい。例えば、パネル情報テーブル３１、商品情報テーブル３４がサーバ装置７０
５で実現され、その他の処理部が店舗端末７１５で実現されてもよい。
【０１１９】
　このように、本発明における情報処理装置は、複数の装置（複数のコンピュータ、複数
のＣＰＵを持つ筐体）で実現されることを排除するものではなく、上述の実施形態におけ
るチェッカ装置１０及びキャッシャ装置２０の組み合わせで実現されてもよいし、本変形
例におけるサーバ装置７０５及び店舗端末７１５の組み合わせで実現されてもよい。もち
ろん、本発明における情報処理装置は、上述の実施形態におけるキャッシャ装置２０のみ
で実現されてもよいし、変形例におけるサーバ装置７０５のみ又は店舗端末７１５のみで
実現されてもよい。
【０１２０】
　また、上述の説明で用いた複数のフローチャートでは、複数の工程（処理）が順番に記
載されているが、各実施形態で実行される工程の実行順序は、その記載の順番に制限され
ない。各実施形態では、図示される工程の順番を内容的に支障のない範囲で変更すること
ができる。また、上述の各実施形態及び各変形例は、内容が相反しない範囲で組み合わせ
ることができる。
【０１２１】
　この出願は、２０１２年８月３日に出願された日本特許出願特願２０１２－１７３４０
２を基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
　以下、参考形態の例を付記する。
１．　精算対象に登録される商品を撮像する撮像部から取得される商品画像を保持する画
像保持部と、
　各商品について、商品を特定可能とする商品コード、商品画像、及び、画面レイアウト
情報を含むパネル登録情報をそれぞれ格納するパネル情報格納部と、
　前記パネル情報格納部に格納される各商品のパネル登録情報に基づいて、該各商品を精
算対象に登録可能とする各画面部品が、前記商品画像を含みかつ前記画面レイアウト情報
に応じてそれぞれ配置された、精算パネル画面を表示部に表示させる表示処理部と、
　前記パネル情報格納部に前記パネル登録情報が格納されていない未設定商品の商品画像
を前記画像保持部から取得し、該未設定商品についての商品コード及び画面レイアウト情
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報を取得し、取得された商品コード及び画面レイアウト情報並びに前記画像保持部から取
得された商品画像を、該未設定商品のパネル登録情報として前記パネル情報格納部に格納
するメンテナンス処理部と、
　を備える情報処理装置。
２．　各商品について、商品コード、商品名、商品が属する分類を特定可能とする部門コ
ード及び売価情報を含む商品情報をそれぞれ格納する商品情報格納部と、
　部門コード及び売価情報を取得し、取得された部門コード及び売価情報に基づいて前記
未設定商品と推定される少なくとも１つの商品の商品情報を前記商品情報格納部から抽出
し、抽出された少なくとも１つの商品を表す商品選択画面を前記表示部に表示させる商品
抽出部と、
　を更に備え、
　前記メンテナンス処理部は、前記商品選択画面における前記少なくとも１つの商品の中
から選択された商品の商品コードを前記未設定商品の商品コードとして取得する、
　１．に記載の情報処理装置。
３．　前記情報処理装置で決済処理が完了した各取引に関する売上商品情報を含むジャー
ナルデータを格納するジャーナル格納部と、
　前記ジャーナルデータを表す商品選択画面を前記表示部に表示させる商品抽出部と、
　を更に備え、
　前記メンテナンス処理部は、前記商品選択画面上の前記ジャーナルデータの中から選択
された売上商品の商品コードを前記未設定商品の商品コードとして取得する、
　１．又は２．に記載の情報処理装置。
４．　前記ジャーナルデータには、レジ担当者を特定可能とするキャッシャＩＤが含まれ
、
　前記商品抽出部は、前記ジャーナルデータを前記キャッシャＩＤ毎に区別して表す前記
商品選択画面を前記表示部に表示させる、
　３．に記載の情報処理装置。
５．　他の情報処理装置で決済処理が行われた売上商品情報を示す外部ジャーナルデータ
を該他の情報処理装置を特定可能とするレジＩＤと共に取得する外部ジャーナル取得部、
　を更に備え、
　前記商品抽出部は、前記レジＩＤを用いて、前記ジャーナル格納部に格納されるジャー
ナルデータと前記外部ジャーナル取得部で取得される外部ジャーナルデータとを区別して
表す前記商品選択画面を前記表示部に表示させる、
　３．又は４．に記載の情報処理装置。
６．　現在のレジ担当者を特定可能とする現キャッシャＩＤを保持するキャッシャＩＤ保
持部、
　を更に備え、
　前記パネル情報格納部は、前記パネル登録情報を、レジ担当者を特定可能とするキャッ
シャＩＤ毎にそれぞれ格納し、
　前記表示処理部は、前記キャッシャＩＤ保持部に保持される現キャッシャＩＤに対応す
る前記パネル登録情報を前記パネル情報格納部から抽出し、抽出されたパネル登録情報に
基づいて各画面部品がそれぞれ配置された前記精算パネル画面を前記表示部に表示させ、
　前記メンテナンス処理部は、前記キャッシャＩＤ保持部に保持される現キャッシャＩＤ
に対応付けた状態で前記未設定商品のパネル登録情報を前記パネル情報格納部に格納する
、
　１．から５．のいずれか１つに記載の情報処理装置。
７．　前記パネル情報格納部に格納される前記パネル登録情報の中の少なくとも１つのパ
ネル登録情報を、対応するキャッシャＩＤと共に、他の情報処理装置へ配信する配信部を
更に備える６．に記載の情報処理装置。
８．　情報処理装置により実行される、各商品を精算対象に登録可能とする各画面部品が
それぞれ配置された精算パネル画面の画面設定方法において、
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　各商品について、商品を特定可能とする商品コード、商品画像、及び、画面レイアウト
情報を含むパネル登録情報をそれぞれ格納するパネル情報格納部に該パネル登録情報が格
納されていない未設定商品の商品画像を、精算対象に登録される商品を撮像する撮像部か
ら取得し、
　前記未設定商品についての商品コード及び画面レイアウト情報を取得し、
　前記未設定商品についての商品コード及び画面レイアウト情報並びに商品画像を、前記
未設定商品のパネル登録情報として前記パネル情報格納部に格納し、
　前記パネル情報格納部に格納される前記未設定商品の画面レイアウト情報及び商品画像
に基づいて、前記未設定商品に対応する画面部品が、該商品画像を含みかつ該画面レイア
ウト情報に応じて配置された、前記精算パネル画面を表示部に表示させる、
　ことを含む画面設定方法。
９．　前記未設定商品に関する、商品が属する分類を特定可能とする部門コード及び売価
情報を取得し、
　各商品について、商品コード、商品名、部門コード及び売価情報を含む商品情報をそれ
ぞれ格納する商品情報格納部から、前記部門コード及び前記売価情報に基づいて前記未設
定商品と推定される少なくとも１つの商品の商品情報を抽出し、
　前記商品情報格納部から抽出された少なくとも１つの商品を表す商品選択画面を前記表
示部に表示させる、
　ことを更に含み、
　前記商品コード及び前記画面レイアウト情報の取得は、前記商品選択画面における前記
少なくとも１つの商品の中から選択された商品の商品コードを前記未設定商品の商品コー
ドとして取得する、
　８．に記載の画面設定方法。
１０．　前記情報処理装置で決済処理が完了した各取引に関する売上商品情報を含むジャ
ーナルデータを格納するジャーナル格納部からジャーナルデータを抽出し、
　前記抽出されたジャーナルデータを表す商品選択画面を前記表示部に表示させる、
　ことを更に含み、
　前記商品コード及び前記画面レイアウト情報の取得は、前記商品選択画面上の前記ジャ
ーナルデータの中から選択された売上商品の商品コードを前記未設定商品の商品コードと
して取得する、
　８．又は９．に記載の画面設定方法。
１１．　前記ジャーナルデータには、レジ担当者を特定可能とするキャッシャＩＤが含ま
れ、
　前記商品選択画面の表示は、前記ジャーナルデータを前記キャッシャＩＤ毎に区別して
表す前記商品選択画面を前記表示部に表示させる、
　１０．に記載の画面設定方法。
１２．　他の情報処理装置で決済処理が行われた売上商品情報を示す外部ジャーナルデー
タを該他の情報処理装置を特定可能とするレジＩＤと共に取得する、
　ことを更に含み、
　前記商品選択画面の表示は、前記レジＩＤを用いて、前記ジャーナル格納部に格納され
るジャーナルデータと前記外部ジャーナルデータとを区別して表す前記商品選択画面を前
記表示部に表示させる、
　１０．又は１１．に記載の画面設定方法。
１３．　現在のレジ担当者を特定可能とする現キャッシャＩＤを保持し、
　前記保持される現キャッシャＩＤに対応付けた状態で前記未設定商品のパネル登録情報
を前記パネル情報格納部に格納する、
　ことを更に含み、
　前記パネル情報格納部は、前記パネル登録情報を、レジ担当者を特定可能とするキャッ
シャＩＤ毎にそれぞれ格納し、
　前記精算パネル画面の表示は、前記保持される現キャッシャＩＤに対応する前記パネル
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登録情報を前記パネル情報格納部から抽出し、抽出されたパネル登録情報に基づいて各画
面部品がそれぞれ配置された前記精算パネル画面を前記表示部に表示させる、
　８．から１２．のいずれか１つに記載の画面設定方法。
１４．　前記パネル情報格納部に格納される前記パネル登録情報の中の少なくとも１つの
パネル登録情報を、対応するキャッシャＩＤと共に、他の情報処理装置へ配信する、
　ことを更に含む１３．に記載の画面設定方法。
１５．　８．から１４．のいずれか１つに記載の画面設定方法を情報処理装置に実行させ
るプログラム。

【図１】 【図２】
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